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日本産の中生代恐竜化石目録
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要　　旨

日本における中生界から産出した恐竜化石の状況を明らかにするために，学術論文，学会発表，各種報告

書，博物館等が発信した情報，および一般向けの普及書等から情報を収集し目録を作成した．本目録におい

ては，日本国内の 19 県 37 市町村の中生界から産出した恐竜化石に加えて，発見当時に日本領であった近

隣のロシア，サハリン島産のニッポノサウルス・サハリネンシスを掲載した．
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はじめに

1934 年 11 月 16 日，当時の日本領であった南樺太

（現在のロシア，サハリン島南部）から動物化石発見の

一報がもたらされた．のちにニッポノサウルス・サハ

リネンシス（Nipponosaurus sachalinensis）と命名

される恐竜化石の発見である（Nagao，1936）．その

後 44 年間，日本からは恐竜化石が発見されることはな

かった．1978 年，岩手県岩泉町から竜脚類の上腕骨が

発見され，日本本土からは初の恐竜化石の報告となっ

た（Hasegawa et al., 1991）．それ以降，国内に分布

するジュラ系および白亜系から恐竜化石の報告が相次ぐ

こととなる（例えば，長谷川ほか，1984；東，1991；

Hasegawa et al., 1992）．恐竜化石は注目を浴びやす

く地域活性化の一躍を担う場合が多いため，マスメディ

ア向けの記者発表の後に学会発表がなされたり記載論文

が出版されたりすることが多い．その際，後発の情報は

一般市民には伝わりにくく，一般向けの普及書およびイ

ンターネット上で新旧の情報が錯綜することも少なくな

い．近年，日本の恐竜化石を取り上げた目録（Kobayashi 

et al.，2006；柴田ほか，2017）が出版されたが，必

ずしも全ての恐竜化石を網羅してはおらず，博物館展示

や書籍出版の際にはその都度，再調査を行なう必要があ

った．

そこで，展示および教育普及の基礎資料として，これ

までに日本の中生界から発見された恐竜化石を網羅し

た目録を作成した（表 1）．本資料では，Kobayashi et 

al.（2006）および柴田ほか（2017）に記載されてい

ない恐竜化石を追加した．前述した理由から，追加情報

は学術論文，学会発表および各種報告書に限らず，博物

館等が発信した情報および一般向けの普及書等も参考に

した．

目録の作成に当たり，次の 2 点に注意した。１）恐

竜化石産出地点について，保護の観点から産地が公表さ
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れていない場合が多いため，特定の市町村内のいくつの

露頭から恐竜化石が産出しているのかを正確に把握する

ことは困難である。このことから，本資料では基礎自治

体である市町村を産出地点の単位として扱うこととした．

ただし，平成に実施された市町村合併により論文や学会

発表等で用いられた基礎自治体のいくつかが失われてい

る現状がある．発見時と現行の基礎自治体の対比を容易

にするため，発見時の基礎自治体名も明記した．２）分

類群名の日本語表記について，例えば Hadrosauroidea

および Hadrosauridae をともに“ハドロサウルス類”

とする場合があり，分類に係る情報を正確に伝達できな

いという課題があった．最近，松田（2017）はこれら

の課題解決だけでなく，学名表記の混乱についても整

理した．そのため，本資料における日本語表記は松田

（2017）に従うこととした．

日本産恐竜化石の同定に関する議論

日本の恐竜研究の初期段階では発見される化石に断片

的なものが多かったことから，いくつかの標本につい

てはその同定に関する議論がなされてきた．ここでは

Kobayashi et al.（2006）に取り上げられていない標

本について整理する．

北海道三笠市

1976 年 6 月 21 日，北海道三笠市に分布する上部白

亜系蝦
え

夷
ぞ

層群鹿島層から肉食性の歯をもつ部分的な頭骨

化石が発見され，同年 11 月 30 日にテュランノサウリ

ダエ（Tyrannosauridae）の恐竜に同定され，和名を“エ

ゾミカサリュウ”とする内容の記者発表が行われた．し

かし，1989 年 3 月 14 日には“エゾミカサリュウ”は

恐竜ではなく，モササウルス類であるとする内容の新聞

報道があり，2008 年にタニファサウルス・ミカサエン

シス（Taniwhasaurus mikasaensis）として記載され

た（Caldwell et al.，2008; 笹沢，2009）．

北海道中川町

2000 年秋，北海道中川町に分布する上部白亜系蝦夷

層群オソウシナイ層から由来すると考えられる骨化石を

含む石灰質コンクリ―ションが採集された．その後の剖

出作業により同一個体に属すると思われる右前肢の第

一中手骨，第一指から第三指の末節骨が確認され，テ

リジノサウリダエ（Therizinosauridae）のものとさ

れた（村上ほか，2006）．しかし，テリジノサウリダ

エの共有派生形質と考えられたものはマニラプトル類

（Maniraptora）に広くみられるものであったことが明

らかになった（Murakami et al.，2008）．

石川県白山市

Ohashi and Barrett （2009） は，1998 年 6 月 24

日に下部白亜系手取層群桑島層から準関節状態で発見

された頭骨をアルバロフォサウルス・ヤマグチオールム

（Albalophosaurus yamaguchiorum）として報告し

角脚類に分類されるとした．しかし，現在ではそれは原

始的な角竜類とされている（Han et al.，2012）．

福井県勝山市

東・ 柴 田（2013） は 2007 年 8 月 21 日 に 下 部

白亜系手取層群北谷層から発見された，密集した

産状の獣脚類を基盤的なドゥロマエオサウリダエ

（Dromaeosauridae）として報告した．後にドゥロマ

エオサウリダエの他にも様々な獣脚類クレードの原始的

および派生的な形質を併せもつことから，本標本はテュ

ランノサウロイデア（Tyrannosauroidea）よりも派生

的で，アルヴァレスサウロイデア（Alvarezsauroidae）

よりも原始的なコエルロサウルス類（Coelurosauria）

と再分類された（Azuma et al.，2016）．

長崎県長崎市（旧西彼杵郡高島町）

1962 年 4 月 15 日，長崎県西
に し そ の ぎ

彼杵郡高島町にある

三菱高島鉱業所付近の転石から大型脊椎動物の上腕骨

化石が発見され，カモノハシ恐竜のトゥラコドン属

（Trachodon）として記者発表された．その後の研究で，

この標本はニッポノサウルス・サハリネンシスと同種で

あるとされた（日隈，1963）．しかし再研究の結果，そ

の形態的な特徴から，この化石は恐竜のものではなく，

哺乳類の左上腕骨であると考えられた（岡崎，1994b）．
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大
腿
骨

小
平
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
H
a
ya
ka
w
a
 e
t 
a
l. 
(2
00
5)

中
川
町

白
亜
紀
後
期

竜
盤
類
獣
脚
類

マ
ニ
ラ
プ
ト
ル
類

マ
ニ
ラ
プ
ト
ル
類

右
前
肢
の
一
部

中
川
町
自
然
誌
博
物
館

村
上
ほ
か
 (
20
06
);
 M
ur
a
ka
m
i 
et
 a
l.

(2
00
8)

三
笠
市

鹿
島
層

白
亜
紀
後
期

竜
盤
類
獣
脚
類

ア
ウ
ィ
ア
ラ
類

ヘ
ス
ペ
ロ
ル
ニ
ス
形
類

チ
ュ
プ
カ
オ
ル
ニ
ス
・

ケ
ラ
オ
ル
ム

頸
椎
，
胸
椎
，
大
腿

骨
，
腓
骨

三
笠
市
立
博
物
館

む
か
わ
町

函
淵
層

白
亜
紀
後
期

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

ハ
ド
ゥ
ロ
サ
ウ
リ
ダ
エ

？
サ
ウ
ロ
ロ
ヒ
ナ
エ

“
ム
カ
ワ
リ
ュ
ウ
”

全
身
骨
格

む
か
わ
町
穂
別
博
物
館

夕
張
市

蝦
夷
層
群

日
陰
ノ
沢
層

白
亜
紀
後
期

鳥
盤
類
ア
ン
キ
ュ
ロ
サ

ウ
ル
ス
類

ノ
ド
サ
ウ
リ
ダ
エ

ノ
ド
サ
ウ
リ
ダ
エ

頭
骨
、
頸
椎

三
笠
市
立
博
物
館

稚
内
市

尾
欄
内
層

白
亜
紀
後
期

竜
盤
類
獣
脚
類

ア
ウ
ィ
ア
ラ
類

ア
ウ
ィ
ア
ラ
類

尺
骨
，
肩
甲
骨
，
肋

骨
，
趾
骨
な
ど

国
立
科
学
博
物
館

掛
川
ほ
か
 (
19
98
)

岩
手
県

岩
泉
町

宮
古
層
群

田
野
畑
層

白
亜
紀
前
期

竜
盤
類
竜
脚
類

竜
脚
類

“
モ
シ
リ
ュ
ウ
”

上
腕
骨
の
一
部

国
立
科
学
博
物
館

久
慈
市

白
亜
紀
後
期

竜
盤
類
獣
脚
類

コ
エ
ル
ロ
サ
ウ
ル
ス
類

コ
エ
ル
ロ
サ
ウ
ル
ス
類

左
後
肢
の
趾
骨

久
慈
琥
珀
博
物
館

宝
島
社
 (
20
17
)

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

歯
久
慈
琥
珀
博
物
館

黒
須
ほ
か
 (
20
17
);
 宝
島
社
 (
20
17
)

竜
盤
類
竜
脚
類

テ
ィ
タ
ノ
サ
ウ
ル
ス
形
類

テ
ィ
タ
ノ
サ
ウ
ル
ス
類

テ
ィ
タ
ノ
サ
ウ
ル
ス
類

歯
久
慈
琥
珀
博
物
館

梅
津
ほ
か
 (
20
13
);
 宝
島
社
 (
20
17
)

鳥
盤
類

鳥
盤
類

左
坐
骨

久
慈
琥
珀
博
物
館

平
山
ほ
か
 (
20
10
)

福
島
県

い
わ
き
市

双
葉
層
群

足
沢
層

白
亜
紀
後
期

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

ハ
ド
ゥ
ロ
サ
ウ
リ
ダ
エ

ハ
ド
ゥ
ロ
サ
ウ
リ
ダ
エ

“
オ
オ
ヒ
サ
リ
ュ
ウ
”

胴
椎

い
わ
き
市
教
育
委
員
会

M
a
na
be
 e
t 
a
l. 
(2
00
3)

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

ハ
ド
ゥ
ロ
サ
ウ
リ
ダ
エ

ハ
ド
ゥ
ロ
サ
ウ
リ
ダ
エ

歯
、
右
胸
骨

個
人
蔵

福
島
県
立
博
物
館
 (
20
12
)

恐
竜
類

恐
竜
類

？
仙
肋
骨

個
人
蔵

福
島
県
立
博
物
館
 (
20
12
)

双
葉
層
群

玉
山
層

白
亜
紀
後
期

竜
盤
類
竜
脚
類

テ
ィ
タ
ノ
サ
ウ
ル
ス
形
類

テ
ィ
タ
ノ
サ
ウ
ル
ス
類

テ
ィ
タ
ノ
サ
ウ
ル
ス
類

“
ヒ
サ
ノ
ハ
マ
リ
ュ
ウ
”

歯
い
わ
き
市
石
炭
・
化
石
館

S
a
eg
us
a
 a
nd
 T
om
id
a
 (
20
11
);
 福
島
県

立
博
物
館
 (
20
12
)

広
野
町

双
葉
層
群

足
沢
層

白
亜
紀
後
期

竜
盤
類
獣
脚
類

？
テ
ュ
ラ
ン
ノ
サ
ウ
ロ
イ
デ

ア

？
テ
ュ
ラ
ン
ノ
サ
ウ
リ
ダ
エ
？
テ
ュ
ラ
ン
ノ
サ
ウ
リ
ダ
エ

“
フ
タ
バ
リ
ュ
ウ
”

左
脛
骨

広
野
町
教
育
委
員
会

長
谷
川
ほ
か
 (
19
87
);
 福
島
県
立
博
物
館

(2
01
2)

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

ハ
ド
ゥ
ロ
サ
ウ
ロ
イ
デ
ア

ハ
ド
ゥ
ロ
サ
ウ
ロ
イ
デ
ア

“
ヒ
ロ
ノ
リ
ュ
ウ
”

歯
、
頸
椎

福
島
県
立
博
物
館

長
谷
川
ほ
か
 (
19
87
);
 福
島
県
立
博
物
館

(2
01
2)
; 
O
ha
sh
i 
et
 a
l. 
(2
01
5)

久
慈
層
群

玉
川
層

H
a
ya
ka
w
a
 a
nd
 C
a
rp
en
te
r 
(1
99
6)
;

C
a
rp
en
te
r 
et
 a
l. 
(2
00
5)
; 
H
a
ya
ka
w
a

et
 a
l. 
(2
00
5)

H
a
se
g
a
w
a
 e
t 
a
l. 
(1
99
1)
; 
A
zu
m
a
 a
nd

T
om
id
a
 (
19
98
);
 B
a
rr
et
t 
et
 a
l.

(2
00
2)
; 
K
ob
a
ya
sh
i 
et
 a
l. 
(2
00
6)

分
類

小
林
ほ
か
 (
20
14
);
 櫻
井
ほ
か
 (
20
14
);

穂
別
博
物
館
・
北
海
道
大
学
 (
20
13
,

20
14
, 
20
15
, 
20
17
)

頭
骨
の
一
部
、
頸

椎
、
胴
椎
、
仙
椎
、

尾
椎
、
肩
甲
骨
、
前

肢
、
腸
骨
、
坐
骨
、

後
肢

N
a
g
a
o 
(1
93
6,
 1
93
8)
; 
S
uz
uk
i 
et
 a
l.

(2
00
1,
 2
00
4)
; 
鈴
木
・
箕
浦
 (
20
03
);
 高

崎
ほ
か
 (
20
17
);
 T
a
ka
sa
ki
 e
t 
a
l.

(2
01
7)

蝦
夷
層
群

オ
ソ
ウ
シ
ナ
イ

層

掛
川
・
早
川
 (
20
00
);
 田
中
ほ
か
 (
20
13
,

20
15
);
 T
a
na
ka
 e
t 
a
l. 
(2
01
7)

表
1  

日
本

産
の

中
生

代
恐

竜
化

石
目

録
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都
道
府
県

市
町
村

層
準

時
代

学
名
・
分
類
群
名
・
和
名

部
位

所
蔵
先

論
文
ほ
か
公
表
資
料

福
島
県

広
野
町

双
葉
層
群

足
沢
層

白
亜
紀
後
期

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

ハ
ド
ゥ
ロ
サ
ウ
リ
ダ
エ

ハ
ド
ゥ
ロ
サ
ウ
リ
ダ
エ

歯
個
人
蔵

福
島
県
立
博
物
館
 (
20
12
)

双
葉
層
群

笠
松
層

白
亜
紀
後
期

竜
盤
類
竜
脚
類

竜
脚
類

歯
個
人
蔵

福
島
県
立
博
物
館
 (
20
12
)

南
相
馬
市

 (
鹿
島
町
)

相
馬
中
村
層
群

栃
窪
層

ジ
ュ
ラ
紀
後
期

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

足
跡

鹿
島
歴
史
民
俗
資
料
館

個
人
蔵

鳥
盤
類

鳥
盤
類

足
跡

個
人
蔵

高
橋
・
平
 (
19
97
);
 福
島
県
立
博
物
館

(2
01
2)
; 
高
津
ほ
か
 (
20
16
)

群
馬
県

神
流
町

 (
中
里
村
)

山
中
層
群

瀬
林
層

白
亜
紀
前
期

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

“
サ
ン
チ
ュ
ウ
リ
ュ
ウ
”

胴
椎

群
馬
県
立
自
然
史
博
物
館

竜
盤
類
獣
脚
類

メ
ガ
ロ
サ
ウ
ロ
イ
デ
ア

ス
ピ
ノ
サ
ウ
リ
ダ
エ

ス
ピ
ノ
サ
ウ
リ
ダ
エ

歯
群
馬
県
立
自
然
史
博
物
館

神
流
町
恐
竜
セ
ン
タ
ー

H
a
se
g
a
w
a
 e
t 
a
l. 
(2
00
3)
; 
K
ub
ot
a
 e
t

a
l. 
(2
01
7)

竜
盤
類
獣
脚
類

メ
ガ
ラ
プ
ト
ル
類

フ
ク
イ
ラ
プ
ト
ル
・

キ
タ
ダ
ニ
エ
ン
シ
ス
に
類
似

す
る
種

歯
神
流
町
恐
竜
セ
ン
タ
ー

谷
本
ほ
か
 (
20
03
);
 M
ol
na
r 
et
 a
l.

(2
00
9)

竜
盤
類
竜
脚
類

テ
ィ
タ
ノ
サ
ウ
ル
ス
形
類

テ
ィ
タ
ノ
サ
ウ
ル
ス
形
類

歯
神
流
町
恐
竜
セ
ン
タ
ー

佐
藤
ほ
か
 (
20
08
);
 S
a
eg
us
a
 a
nd

T
om
id
a
 (
20
11
)

恐
竜
類

恐
竜
類

足
跡

個
人
所
有
地
内

新
井
ほ
か
 (
19
58
);
 M
a
ts
uk
a
w
a
 a
nd

O
ba
ta
 (
19
85
, 
19
94
)

長
野
県

小
谷
村

来
馬
層
群

K
rI
II
層

ジ
ュ
ラ
紀
前
期

竜
盤
類
獣
脚
類

ス
チ
ゾ
グ
ラ
ラ
ト
ル
・

オ
タ
リ
エ
ン
シ
ス

足
跡

小
谷
村
郷
土
館

富
山
県

富
山
市

 (
大
山
町
)

神
通
層
群

跡
津
川
層

白
亜
紀
前
期

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

歯
富
山
市
科
学
博
物
館

富
山
県
恐
竜
足
跡
化
石
協
議
会
 (
20
00
);

藤
田
 (
20
02
)

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

歯
富
山
市
科
学
博
物
館

富
山
県
教
育
委
員
会
 (
20
04
)

竜
盤
類
獣
脚
類

ト
ヤ
マ
サ
ウ
リ
プ
ス
・

マ
ス
イ
ア
エ

足
跡

富
山
市
有
地

松
川
ほ
か
 (
19
96
);
 M
a
ts
uk
a
w
a
 e
t 
a
l.

(1
99
7,
 2
00
5)

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

足
跡

富
山
市
有
地

富
山
県
恐
竜
足
跡
化
石
調
査
委
員
会

(1
99
7)
; 
藤
田
 (
20
02
)

竜
盤
類
獣
脚
類

ア
ウ
ィ
ア
ラ
類

ア
ウ
ィ
ア
ラ
類

足
跡

富
山
市
有
地

富
山
県
恐
竜
足
跡
化
石
調
査
委
員
会

(1
99
7)
; 
藤
田
 (
20
02
)

竜
盤
類
竜
脚
類

竜
脚
類

足
跡

富
山
市
有
地

富
山
県
恐
竜
足
跡
化
石
調
査
委
員
会

(1
99
7)
; 
藤
田
 (
20
02
)

鳥
盤
類
鳥
脚
類

鳥
脚
類

足
跡

富
山
市
有
地

富
山
県
恐
竜
足
跡
化
石
調
査
委
員
会

(1
99
7)
; 
藤
田
 (
20
02
)

高
橋
・
平
 (
19
96
);
 柊
原
ほ
か
 (
20
03
);

M
a
ts
uk
a
w
a
 e
t 
a
l. 
(2
00
5)
; 
福
島
県
立

博
物
館
 (
20
12
);
 高
津
ほ
か
 (
20
16
)

畠
山
 (
19
95
);
 小
谷
村
恐
竜
化
石
学
術
調

査
団
 (
20
00
);
 柊
原
ほ
か
 (
20
03
);

M
a
ts
uk
a
w
a
 e
t 
a
l. 
(2
00
5)

長
谷
川
ほ
か
 (
19
84
);
 H
a
se
g
a
w
a
 e
t 
a
l.

(1
99
9)
; 
K
ob
a
ya
sh
i 
et
 a
l. 
(2
00
6)

分
類
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都
道
府
県

市
町
村

層
準

時
代

学
名
・
分
類
群
名
・
和
名

部
位

所
蔵
先

論
文
ほ
か
公
表
資
料

富
山
県

富
山
市

 (
大
山
町
)

神
通
層
群

跡
津
川
層

白
亜
紀
前
期

鳥
盤
類
ア
ン
キ
ュ
ロ
サ

ウ
ル
ス
類

ア
ン
キ
ュ
ロ
サ
ウ
ル
ス
類

足
跡

富
山
市
有
地

藤
田
 (
20
02
);
 F
uj
it
a
 e
t 
a
l. 
(2
00
3)

富
山
市

 (
細
入
村
)

神
通
層
群

白
亜
紀
前
期

竜
盤
類
獣
脚
類

ト
ヤ
マ
サ
ウ
リ
プ
ス
・

マ
ス
イ
ア
エ

足
跡

？
M
a
ts
uk
a
w
a
 e
t 
a
l. 
(2
00
2)

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

足
跡

？
M
a
ts
uk
a
w
a
 e
t 
a
l. 
(2
00
2)

鳥
盤
類
鳥
脚
類

鳥
脚
類

足
跡

？
M
a
ts
uk
a
w
a
 e
t 
a
l. 
(2
00
2)

石
川
県

白
山
市

 (
白
峰
村
)

手
取
層
群

桑
島
層

白
亜
紀
前
期

竜
盤
類
獣
脚
類

テ
ュ
ラ
ン
ノ
サ
ウ
ロ
イ
デ
ア
テ
ュ
ラ
ン
ノ
サ
ウ
リ
ダ
エ

テ
ュ
ラ
ン
ノ
サ
ウ
リ
ダ
エ

歯
白
山
市
教
育
委
員
会

千
葉
県
立
中
央
博
物
館
 (
20
02
);
 真
鍋

(2
00
5)
; 
K
ob
a
ya
sh
i 
et
 a
l. 
(2
00
6)

竜
盤
類
獣
脚
類

オ
ウ
ィ
ラ
プ
ト
ロ
サ
ウ
ル
ス

類
も
し
く
は
テ
リ
ジ
ノ
サ
ウ
ロ
イ
デ
ア

前
肢
の
末
節
骨

白
山
市
教
育
委
員
会

竜
盤
類
獣
脚
類

デ
イ
ノ
ニ
ュ
コ
サ
ウ
ル
ス
類
ド
ゥ
ロ
マ
エ
オ
サ
ウ
リ
ダ
エ
ウ
ェ
ロ
キ
ラ
プ
ト
リ
ナ
エ

歯
白
山
市
教
育
委
員
会

真
鍋
・
バ
レ
ッ
ト
 (
20
00
);
 千
葉
県
立
中

央
博
物
館
 (
20
02
)

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

“
カ
ガ
リ
ュ
ウ
”

歯
白
山
市
教
育
委
員
会

竜
盤
類
竜
脚
類

テ
ィ
タ
ノ
サ
ウ
ル
ス
形
類

テ
ィ
タ
ノ
サ
ウ
ル
ス
形
類

“
オ
オ
ア
ラ
シ
リ
ュ
ウ
”

歯
白
山
市
教
育
委
員
会

東
 (
19
90
);
 B
a
rr
et
t 
et
 a
l. 
(2
00
2)
;

S
a
eg
us
a
 a
nd
 T
om
id
a
 (
20
11
)

鳥
盤
類
ケ
ラ
ト
プ
ス
類

ア
ル
バ
ロ
フ
ォ
サ
ウ
ル
ス
・

ヤ
マ
グ
チ
オ
ー
ル
ム

頭
骨
の
一
部

白
山
市
教
育
委
員
会

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

“
シ
マ
リ
ュ
ウ
”

歯
白
山
市
教
育
委
員
会

鳥
盤
類

鳥
盤
類

上
顎
骨

白
山
市
教
育
委
員
会

B
a
rr
et
t 
a
nd
 O
ha
sh
i 
(2
01
6)

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

足
跡

白
山
市
教
育
委
員
会

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

足
跡

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

白
山
市
教
育
委
員
会

東
 (
19
89
, 
19
90
);
 東
・
長
谷
川
 (
19
89
);

真
鍋
・
バ
レ
ッ
ト
 (
20
00
);
 千
葉
県
立
中

央
博
物
館
 (
20
02
)

M
a
na
be
 e
t 
a
l. 
(1
98
9)
; 
東
 (
19
90
,

19
91
);
 東
ほ
か
 (
19
91
);
 A
zu
m
a
 a
nd

T
a
ke
ya
m
a
 (
19
91
);
 M
a
ts
uk
a
w
a
 a
nd

O
ba
ta
 (
19
94
);
 L
oc
kl
ey
 a
nd

M
a
ts
uk
a
w
a
 (
19
98
)

B
a
rr
et
t 
a
nd
 M
a
na
be
 (
20
00
);
 真
鍋
・

バ
レ
ッ
ト
 (
20
00
);
 大
橋
ほ
か
 (
20
03
);

大
橋
 (
20
05
);
 O
ha
sh
i 
a
nd
 B
a
rr
et
t

(2
00
9)
; 
H
a
n 
et
 a
l.
 (
20
12
)

東
 (
19
90
, 
19
91
);
 A
zu
m
a
 a
nd

T
a
ke
ya
m
a
 (
19
91
);
 M
a
ts
uk
a
w
a
 a
nd

O
ba
ta
 (
19
94
)

B
a
rr
et
t 
a
nd
 M
a
na
be
 (
20
00
);
 真
鍋
・

バ
レ
ッ
ト
 (
20
00
);
 千
葉
県
立
中
央
博
物

館
 (
20
02
);
 B
a
rr
et
t 
a
nd
 O
ha
sh
i

(2
01
6)

M
a
na
be
 e
t 
a
l. 
(2
00
0)
; 
真
鍋
・
バ
レ
ッ

ト
 (
20
00
);
 千
葉
県
立
中
央
博
物
館

(2
00
2)

オ
ウ
ィ
ラ
プ
ト
ロ
サ
ウ
ル
ス

類
も
し
く
は
テ
リ
ジ
ノ
サ
ウ

ロ
イ
デ
ア

分
類
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都
道
府
県

市
町
村

層
準

時
代

学
名
・
分
類
群
名
・
和
名

部
位

所
蔵
先

論
文
ほ
か
公
表
資
料

石
川
県

白
亜
紀
前
期

鳥
盤
類
鳥
脚
類

カ
リ
リ
チ
ニ
ウ
ム
の
一
種

足
跡

東
京
学
芸
大
学

M
a
ts
uk
a
w
a
 e
t 
a
l. 
(2
00
5)

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

卵
殻

白
山
市
教
育
委
員
会

千
葉
県
立
中
央
博
物
館
 (
20
02
);
 伊
左

治
・
松
下
 (
20
05
)

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

歯
？
個
人
標
本

宇
都
宮
・
川
崎
 (
20
15
)

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

足
跡

？
近
藤
ほ
か
 (
19
90
) 
; 
東
 (
19
91
);

M
a
ts
uk
a
w
a
 a
nd
 O
ba
ta
 (
19
94
)

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

足
跡

？
松
浦
ほ
か
 (
19
98
) 
; 
柊
原
ほ
か
 (
20
03
)

白
山
市

 (
尾
口
村
)

手
取
層
群

桑
島
層

白
亜
紀
前
期

竜
盤
類
獣
脚
類

ア
ジ
ア
ノ
ポ
ダ
ス
・

プ
ル
ビ
ニ
カ
ル
ク
ス

足
跡

東
京
学
芸
大
学

M
a
ts
uk
a
w
a
 e
t 
a
l. 
(2
00
5)

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

足
跡

？

福
井
県

白
亜
紀
前
期

竜
盤
類
獣
脚
類

テ
ュ
ラ
ン
ノ
サ
ウ
ロ
イ
デ
ア
テ
ュ
ラ
ン
ノ
サ
ウ
リ
ダ
エ

テ
ュ
ラ
ン
ノ
サ
ウ
リ
ダ
エ

歯
大
野
市
教
育
委
員
会

M
a
na
be
 (
19
99
)

竜
盤
類
獣
脚
類

カ
ル
ノ
サ
ウ
ル
ス
類

カ
ル
ノ
サ
ウ
ル
ス
類

歯
大
野
市
教
育
委
員
会

大
野
市
 (
20
13
);
 酒
井
ほ
か
 (
20
16
)

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

歯
大
野
市
教
育
委
員
会

大
野
市
 (
20
13
);
 酒
井
ほ
か
 (
20
16
)

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

足
跡

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

竜
盤
類
獣
脚
類

ア
ウ
ィ
ア
ラ
類

ア
ク
ア
テ
ィ
ラ
ビ
ペ
ス
・

イ
ズ
ミ
エ
ン
シ
ス

足
跡

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

足
跡

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

大
野
市
教
育
委
員
会

鳥
盤
類
鳥
脚
類

鳥
脚
類

足
跡

？
東
 (
19
91
);
 東
ほ
か
 (
19
92
)

手
取
層
群

赤
岩
層

白
亜
紀
前
期

鳥
盤
類

鳥
盤
類

足
跡

？
A
zu
m
a
 a
nd
 T
om
id
a
 (
19
95
)

勝
山
市

手
取
層
群

北
谷
層

白
亜
紀
前
期

竜
盤
類
獣
脚
類

メ
ガ
ラ
プ
ト
ル
類

フ
ク
イ
ラ
プ
ト
ル
・

キ
タ
ダ
ニ
エ
ン
シ
ス

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

白
山
市

 (
白
峰
村
)

手
取
層
群

赤
岩
層

松
岡
ほ
か
 (
20
01
);
 柊
原
ほ
か
 (
20
03
);

M
a
ts
uk
a
w
a
 e
t 
a
l. 
(2
00
5)

東
ほ
か
 (
19
88
);
 東
 (
19
91
);
 L
oc
kl
ey
 e
t

a
l. 
(1
99
2)
; 
T
om
id
a
 a
nd
 A
zu
m
a

(1
99
2)
; 
L
oc
kl
ey
 a
nd
 M
a
ts
uk
a
w
a

(1
99
8)
; 
A
zu
m
a
 e
t 
a
l.
 (
20
02
)

A
zu
m
a
 a
nd
 C
ur
ri
e 
(2
00
0)
; 
C
ur
ri
e

a
nd
 A
zu
m
a
 (
20
06
);
 O
rt
eg
a
 e
t 
a
l.

(2
01
0)

東
 (
19
91
);
 東
ほ
か
 (
19
91
);
 A
zu
m
a

a
nd
 T
a
ke
ya
m
a
 (
19
91
);
 M
a
ts
uk
a
w
a

a
nd
 O
ba
ta
 (
19
94
);
 L
oc
kl
ey
 a
nd

M
a
ts
uk
a
w
a
 (
19
98
);
 柊
原
ほ
か

(2
00
3)
; 
M
a
ts
uk
a
w
a
 e
t 
a
l.
 (
20
05
)

東
 (
19
91
);
 A
zu
m
a
 a
nd
 T
a
ke
ya
m
a

(1
99
1)
; 
東
ほ
か
 (
19
92
);
 M
a
ts
uk
a
w
a

a
nd
 O
ba
ta
 (
19
94
);
 L
oc
kl
ey
 a
nd

M
a
ts
uk
a
w
a
 (
19
98
)

上
顎
骨
, 
歯
骨
, 
歯
,

胴
椎
, 
尾
椎
, 
上
腕

骨
, 
尺
骨
, 
指
骨
, 
腸

骨
, 
恥
骨
, 
坐
骨
, 
大

腿
骨
, 
脛
骨
, 
腓
骨
,

距
骨
, 
中
足
骨
, 
趾
骨

手
取
層
群

伊
月
層

分
類

大
野
市

 (
和
泉
村
)
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都
道
府
県

市
町
村

層
準

時
代

学
名
・
分
類
群
名
・
和
名

部
位

所
蔵
先

論
文
ほ
か
公
表
資
料

福
井
県

勝
山
市

手
取
層
群

北
谷
層

白
亜
紀
前
期

竜
盤
類
獣
脚
類

マ
ニ
ラ
プ
ト
ル
類

フ
ク
イ
ウ
ェ
ー
ナ
ー
ト
ル
・

パ
ラ
ド
ク
サ
ス

全
身
骨
格

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

東
・
柴
田
 (
20
13
);
 A
zu
m
a
 e
t 
a
l.

(2
01
6)

竜
盤
類
獣
脚
類

オ
ル
ニ
ト
ミ
モ
サ
ウ
ル
ス
類

オ
ル
ニ
ト
ミ
モ
サ
ウ
ル
ス
類
前
肢
の
末
節
骨

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

東
ほ
か
 (
20
13
)

竜
盤
類
獣
脚
類

デ
イ
ノ
ニ
ュ
コ
サ
ウ
ル
ス
類
ド
ゥ
ロ
マ
エ
オ
サ
ウ
リ
ダ
エ
ド
ゥ
ロ
マ
エ
オ
サ
ウ
リ
ダ
エ
歯

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

C
ur
ri
e 
a
nd
 A
zu
m
a
 (
20
06
)

竜
盤
類
獣
脚
類

ア
ウ
ィ
ア
ラ
類

ア
ウ
ィ
ア
ラ
類

全
身
骨
格

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
 (
20
15
a
);
 今
井
ほ

か
 (
20
16
)

竜
盤
類
竜
脚
類

テ
ィ
タ
ノ
サ
ウ
ル
ス
形
類

フ
ク
イ
テ
ィ
タ
ン
・

ニ
ッ
ポ
ネ
ン
シ
ス

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

フ
ク
イ
サ
ウ
ル
ス
・

テ
ト
リ
エ
ン
シ
ス

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

東
 (
19
90
);
 K
ob
a
ya
sh
i 
a
nd
 A
zu
m
a

(2
00
3)

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

ハ
ド
ゥ
ロ
サ
ウ
ロ
イ
デ
ア

コ
シ
サ
ウ
ル
ス
・
カ
ツ
ヤ
マ
上
顎
骨
, 
軸
椎
, 
胴

椎
, 
恥
骨
, 
大
腿
骨

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

S
hi
ba
ta
 a
nd
 A
zu
m
a
 (
20
11
, 
20
15
);
 柴

田
・
東
 (
20
15
)

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

歯
骨

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

S
hi
ba
ta
 (
20
09
)

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

柴
田
 (
20
13
)

鳥
盤
類
ア
ン
キ
ュ
ロ
サ

ウ
ル
ス
類

ノ
ド
サ
ウ
リ
ダ
エ

ノ
ド
サ
ウ
リ
ダ
エ

歯
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
 (
20
17
e)

鳥
盤
類

鳥
盤
類

腸
骨

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

柴
田
・
東
 (
20
16
)

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

足
跡

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

東
 (
19
91
);
 築
地
ほ
か
 (
20
16
a
)

竜
盤
類
獣
脚
類

ア
ウ
ィ
ア
ラ
類

ア
ウ
ィ
ア
ラ
類

足
跡

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

A
zu
m
a
 a
nd
 T
om
id
a
 (
19
95
)

竜
盤
類
竜
脚
類

竜
脚
類

足
跡

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

A
zu
m
a
 a
nd
 T
om
id
a
 (
19
95
);
 築
地
ほ

か
 (
20
16
a
)

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

足
跡

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

A
zu
m
a
 a
nd
 T
om
id
a
 (
19
95
);
 築
地
ほ

か
 (
20
16
a
, 
b)

鳥
盤
類
ア
ン
キ
ュ
ロ
サ

ウ
ル
ス
類

ア
ン
キ
ュ
ロ
サ
ウ
ル
ス
類

足
跡

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

築
地
ほ
か
 (
20
16
a
)

鳥
盤
類

鳥
盤
類

足
跡

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

A
zu
m
a
 a
nd
 T
om
id
a
 (
19
95
)

竜
盤
類
獣
脚
類

ア
ウ
ィ
ア
ラ
類

プ
ラ
ジ
オ
ー
リ
ト
ゥ
ス
・

フ
ク
イ
エ
ン
シ
ス

卵
殻

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

Im
a
i 
a
nd
 A
zu
m
a
 (
20
14
)

鳥
盤
類
鳥
脚
類

？
イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

ス
フ
ェ
ロ
オ
ー
リ
テ
ィ
ダ
エ
ス
フ
ェ
ロ
オ
ー
リ
ト
ゥ
ス

卵
殻

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

今
井
・
東
 (
20
15
)

東
 (
19
90
);
 A
zu
m
a
 a
nd
 S
hi
ba
ta

(2
01
0)
; 
S
a
eg
us
a
 a
nd
 T
om
id
a
 (
20
11
)

前
上
顎
骨
, 
上
顎
骨
,

頬
骨
, 
方
形
骨
, 
前
歯

骨
, 
歯
骨
, 
上
角
骨
,

歯
, 
胸
骨

歯
, 
頸
椎
, 
尾
椎
, 
肩

甲
骨
, 
上
腕
骨
, 
橈

骨
, 
中
手
骨
, 
坐
骨
,

大
腿
骨
, 
脛
骨
, 
腓

骨
, 
趾
骨

上
顎
骨
，
軸
椎
の
神

経
弓
，
仙
椎
の
椎

体
，
恥
骨
，
大
腿
骨

分
類
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都
道
府
県

市
町
村

層
準

時
代

学
名
・
分
類
群
名
・
和
名

部
位

所
蔵
先

論
文
ほ
か
公
表
資
料

福
井
県

勝
山
市

手
取
層
群

北
谷
層

白
亜
紀
前
期

鳥
盤
類
鳥
脚
類

鳥
脚
類

皮
膚
痕

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
 (
20
07
)

福
井
市

手
取
層
群

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

足
跡

？
S
hi
m
a
da
 e
t 
a
l. 
(2
01
0)

竜
盤
類
獣
脚
類

ア
ウ
ィ
ア
ラ
類

ア
ウ
ィ
ア
ラ
類

足
跡

？
S
hi
m
a
da
 e
t 
a
l. 
(2
01
0)

竜
盤
類
？
竜
脚
類

？
竜
脚
類

足
跡

？
S
hi
m
a
da
 e
t 
a
l. 
(2
01
0)

鳥
盤
類
鳥
脚
類

鳥
脚
類

足
跡

？
S
hi
m
a
da
 e
t 
a
l. 
(2
01
0)

岐
阜
県

白
川
村

手
取
層
群

カ
ギ
谷
層

白
亜
紀
前
期

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

足
跡

？

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

足
跡

？

白
亜
紀
前
期

竜
盤
類
獣
脚
類

デ
イ
ノ
ニ
ュ
コ
サ
ウ
ル
ス
類
ド
ゥ
ロ
マ
エ
オ
サ
ウ
リ
ダ
エ
ウ
ェ
ロ
キ
ラ
プ
ト
リ
ナ
エ

歯
高
山
市

エ
バ
ン
ス
ほ
か
 (
19
98
)

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

歯
高
山
市

岐
阜
県
恐
竜
化
石
学
術
調
査
団
 (
19
92
,

19
95
)

竜
盤
類
獣
脚
類

ア
ウ
ィ
ア
ラ
類

エ
ナ
ン
テ
ィ
オ
ル
ニ
ス
類

エ
ナ
ン
テ
ィ
オ
ル
ニ
ス
類

足
根
中
足
骨

高
山
市

D
a
vi
s 
(1
99
7)

竜
盤
類
竜
脚
類

竜
脚
類

歯
高
山
市

岐
阜
県
恐
竜
化
石
学
術
調
査
団
 (
19
95
)

鳥
盤
類
鳥
脚
類

鳥
脚
類

歯
高
山
市

H
a
se
g
a
w
a
 e
t 
a
l. 
(1
99
0)
; 
岐
阜
県
恐
竜

化
石
学
術
調
査
団
 (
19
95
, 
19
96
)

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

歯
高
山
市

岐
阜
県
恐
竜
化
石
学
術
調
査
団
 (
19
92
);

H
a
se
g
a
w
a
 e
t 
a
l. 
(1
99
5)

鳥
盤
類

鳥
盤
類

歯
高
山
市

O
ha
sh
i 
(2
01
1)

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

卵
殻

高
山
市

岐
阜
県
恐
竜
化
石
学
術
調
査
団
 (
19
92
);

伊
左
治
 (
20
04
)

飛
騨
市

 (
神
岡
町
)

手
取
層
群

猪
谷
層

白
亜
紀
前
期

恐
竜
類

恐
竜
類

足
跡

？
岐
阜
県
恐
竜
化
石
学
術
調
査
団
 (
19
99
)

三
重
県

鳥
羽
市

松
尾
層
群

白
亜
紀
前
期

竜
盤
類
竜
脚
類

テ
ィ
タ
ノ
サ
ウ
ル
ス
形
類

テ
ィ
タ
ノ
サ
ウ
ル
ス
形
類

“
ト
バ
リ
ュ
ウ
”

尾
椎
、
上
腕
骨
、
大

腿
骨
，
脛
骨
な
ど

三
重
県
立
博
物
館

鳥
盤
類
鳥
脚
類

鳥
脚
類

足
跡

三
重
県
立
博
物
館

坂
 (
20
01
);
 M
a
ts
uk
a
w
a
 e
t 
a
l.
 (
20
05
)

和
歌
山
県

湯
浅
町

湯
浅
層

白
亜
紀
前
期

竜
盤
類
獣
脚
類

？
カ
ル
ノ
サ
ウ
ル
ス
類

？
カ
ル
ノ
サ
ウ
ル
ス
類

歯
和
歌
山
県
立
自
然
博
物
館

小
原
 (
20
08
)

兵
庫
県

丹
波
市

篠
山
層
群
大
山

下
層

白
亜
紀
前
期

竜
盤
類
獣
脚
類

テ
ュ
ラ
ン
ノ
サ
ウ
ロ
イ
デ
ア

テ
ュ
ラ
ン
ノ
サ
ウ
ロ
イ
デ
ア
歯

兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物

館

三
枝
ほ
か
 (
20
09
, 
20
10
b)

谷
本
ほ
か
 (
19
97
);
 三
重
県
大
型
化
石
発

掘
調
査
団
 (
19
97
, 
20
01
);
 T
a
ni
m
ot
o

a
nd
 M
iz
ut
a
ni
 (
19
99
a
, 
b)
; 
冨
田
ほ
か

(2
00
1)
; 
T
om
id
a
 e
t 
a
l.
 (
20
01
a
, 
b)
;

T
om
id
a
 a
nd
 T
su
m
ur
a
 (
20
06
);

S
a
eg
us
a
 a
nd
 T
om
id
a
 (
20
11
)

國
光
ほ
か
 (
19
90
);
 M
a
ts
uk
a
w
a
 a
nd

O
ba
ta
 (
19
94
);
 A
zu
m
a
 a
nd
 T
om
id
a

(1
99
5)

L
oc
kl
ey
 a
nd
 M
a
ts
uk
a
w
a
 (
19
98
);
 鹿

野
ほ
か
 (
20
01
);
 M
a
ts
uk
a
w
a
 e
t 
a
l.

(2
00
5)

分
類

ジ
ュ
ラ
紀
後
期

～
白
亜
紀
前
期

手
取
層
群

大
黒
谷
層

高
山
市

 (
荘
川
村
)
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都
道
府
県

市
町
村

層
準

時
代

学
名
・
分
類
群
名
・
和
名

部
位

所
蔵
先

論
文
ほ
か
公
表
資
料

兵
庫
県

丹
波
市

篠
山
層
群
大
山

下
層

白
亜
紀
前
期

竜
盤
類
獣
脚
類

テ
リ
ジ
ノ
サ
ウ
ロ
イ
デ
ア

テ
リ
ジ
ノ
サ
ウ
ロ
イ
デ
ア

歯
兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物

館

三
枝
ほ
か
 (
20
12
)

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

歯
兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物

館

三
枝
ほ
か
 (
20
07
, 
20
08
b)

竜
盤
類
竜
脚
類

テ
ィ
タ
ノ
サ
ウ
ル
ス
形
類

タ
ン
バ
テ
ィ
タ
ニ
ス
・

ア
ミ
キ
テ
ィ
ア
エ

兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物

館

鳥
盤
類
鳥
脚
類

鳥
脚
類

歯
兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物

館

三
枝
ほ
か
 (
20
07
, 
20
08
b,
 2
00
9,

20
10
b)

鳥
盤
類
ア
ン
キ
ュ
ロ
サ

ウ
ル
ス
類

ア
ン
キ
ュ
ロ
サ
ウ
ル
ス
類

歯
兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物

館

三
枝
ほ
か
 (
20
12
)

竜
盤
類
獣
脚
類

地
位
が
不
確
実

In
ce
rt
a
e 
se
di
s

ニ
ッ
ポ
ノ
オ
ー
リ
ト
ゥ
ス
・

ラ
ー
モ
ー
ス
ス

卵
殻

兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物

館

T
a
na
ka
 e
t 
a
l. 
(2
01
6)

竜
盤
類
獣
脚
類

エ
ロ
ン
ガ
オ
ー
リ
テ
ィ
ダ
エ
エ
ロ
ン
ガ
ト
オ
ー
リ
ト
ゥ
ス
卵
殻

兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物

館

T
a
na
ka
 e
t 
a
l. 
(2
01
6)

竜
盤
類
獣
脚
類

プ
リ
ス
マ
ト
オ
ー
リ
テ
ィ
ダ

エ
プ
リ
ス
マ
ト
オ
ー
リ
ト
ゥ
ス
卵
殻

兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物

館

T
a
na
ka
 e
t 
a
l. 
(2
01
6)

竜
盤
類
獣
脚
類

プ
リ
ス
マ
ト
オ
ー
リ
テ
ィ
ダ

エ

プ
リ
ス
マ
ト
オ
ー
リ
テ
ィ
ダ

エ

卵
殻

兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物

館

T
a
na
ka
 e
t 
a
l. 
(2
01
6)

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

卵
殻

兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物

館

S
a
eg
us
a
 e
t 
a
l. 
(2
01
6)

鳥
盤
類
鳥
脚
類

ス
フ
ェ
ロ
オ
ー
リ
テ
ィ
ダ
エ
ス
フ
ェ
ロ
オ
ー
リ
ト
ゥ
ス

卵
殻

兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物

館

T
a
na
ka
 e
t 
a
l. 
(2
01
6)

篠
山
市

篠
山
層
群
大
山

下
層

白
亜
紀
前
期

竜
盤
類
獣
脚
類

デ
イ
ノ
ニ
ュ
コ
サ
ウ
ル
ス
類
ト
ゥ
ロ
オ
ド
ン
テ
ィ
ダ
エ

ト
ゥ
ロ
オ
ド
ン
テ
ィ
ダ
エ

兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物

館

三
枝
ほ
か
 (
20
12
)

鳥
盤
類
ケ
ラ
ト
プ
ス
類

ネ
オ
ケ
ラ
ト
プ
ス
類

ネ
オ
ケ
ラ
ト
プ
ス
類

頭
骨
の
一
部

兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物

館

三
枝
ほ
か
 (
20
12
)

洲
本
市

和
泉
層
群

北
阿
万
層

白
亜
紀
後
期

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

ハ
ド
ゥ
ロ
サ
ウ
リ
ダ
エ

ラ
ン
ベ
オ
サ
ウ
リ
ナ
エ

右
歯
骨
、
右
上
角

骨
、
頸
椎
、
烏
口
骨

兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物

館

鈴
木
ほ
か
 (
20
05
);
 S
uz
uk
i 
et
 a
l.

(2
00
5)

徳
島
県

勝
浦
町

立
川
層

白
亜
紀
前
期

竜
盤
類
竜
脚
類

テ
ィ
タ
ノ
サ
ウ
ル
ス
形
類

テ
ィ
タ
ノ
サ
ウ
ル
ス
形
類

歯
徳
島
県
立
博
物
館

徳
島
県
立
博
物
館
 (
20
16
)

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

歯
徳
島
県
立
博
物
館

両
角
ほ
か
 (
19
95
)

香
川
県

さ
ぬ
き
市

和
泉
層
群

白
亜
紀
後
期

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

ハ
ド
ゥ
ロ
サ
ウ
リ
ダ
エ

ハ
ド
ゥ
ロ
サ
ウ
リ
ダ
エ

胴
椎

大
阪
市
立
自
然
史
博
物
館

林
ほ
か
 (
20
17
)

三
枝
ほ
か
 (
20
07
, 
20
08
a
, 
b,
 2
00
9,

20
10
a
, 
b,
 2
01
3,
 2
01
4)
; 
S
a
eg
us
a
 e
t

a
l. 
(2
00
8)
; 
S
a
eg
us
a
 a
nd
 T
om
id
a

(2
01
1)
; 
篠
山
層
群
恐
竜
化
石
等
発
掘
調
査

検
証
委
員
会
 (
20
13
);
 S
a
eg
us
a
 a
nd

Ik
ed
a
 (
20
14
)

歯
、
脳
幹
、
歯
骨
、

頸
椎
、
胴
椎
、
肋

骨
、
仙
肋
骨
、
仙
椎

の
一
部
、
恥
骨
、
腸

骨
、
尾
椎
、
血
道
弓

左
前
肢
、
左
後
肢

膝
、
左
下
腿
、
中
足

骨

分
類
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都
道
府
県

市
町
村

層
準

時
代

学
名
・
分
類
群
名
・
和
名

部
位

所
蔵
先

論
文
ほ
か
公
表
資
料

山
口
県

下
関
市

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

足
跡

？
岡
崎
 (
19
94
a)

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

足
跡

？
岡
崎
 (
19
94
a
)

関
門
層
群

下
関
亜
層
群

白
亜
紀
前
期

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

卵
殻

？
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
 (
20
17
a
)

福
岡
県

北
九
州
市

関
門
層
群

脇
野
亜
層
群

白
亜
紀
前
期

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

歯
、
四
肢
骨

北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史

博
物
館

岡
崎
 (
19
92
, 
19
97
)

竜
盤
類
獣
脚
類

デ
イ
ノ
ニ
ュ
コ
サ
ウ
ル
ス
類
ド
ゥ
ロ
マ
エ
オ
サ
ウ
リ
ダ
エ
ド
ゥ
ロ
マ
エ
オ
サ
ウ
リ
ダ
エ
歯

北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史

博
物
館

田
上
ほ
か
 (
20
17
)

竜
盤
類
竜
脚
類

竜
脚
類

歯
北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史

博
物
館

岡
崎
 (
19
92
)

竜
盤
類
竜
脚
類

テ
ィ
タ
ノ
サ
ウ
ル
ス
形
類

テ
ィ
タ
ノ
サ
ウ
ル
ス
形
類

頸
椎

北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史

博
物
館

田
上
ほ
か
 (
20
17
)

鳥
盤
類
ケ
ラ
ト
プ
ス
類

ネ
オ
ケ
ラ
ト
プ
ス
類

ネ
オ
ケ
ラ
ト
プ
ス
類

歯
北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史

博
物
館

岡
崎
 (
19
92
);
 田
上
・
岡
崎
 (
20
14
);

T
a
no
ue
 a
nd
 O
ka
za
ki
 (
20
14
)

宮
若
市

 (
宮
田
町
)

白
亜
紀
前
期

竜
盤
類
獣
脚
類

メ
ガ
ロ
サ
ウ
ロ
イ
デ
ア

メ
ガ
ロ
サ
ウ
リ
ダ
エ

歯
の
一
部

北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史

博
物
館

岡
崎
 (
19
90
);
 O
ka
za
ki
 (
19
92
)

長
崎
県

長
崎
市

三
ツ
瀬
層

白
亜
紀
後
期

竜
盤
類
獣
脚
類

テ
ュ
ラ
ン
ノ
サ
ウ
ロ
イ
デ
ア
テ
ュ
ラ
ン
ノ
サ
ウ
リ
ダ
エ

テ
ュ
ラ
ン
ノ
サ
ウ
リ
ダ
エ

歯
長
崎
市
教
育
委
員
会

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
 (
20
15
b)
; 
宮
田
ほ

か
 (
20
16
)

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

歯
、
末
節
骨
、
肋
骨

な
ど

長
崎
市
教
育
委
員
会

宮
田
ほ
か
 (
20
14
);
 福
井
県
立
恐
竜
博
物

館
 (
20
16
);
 宮
田
ほ
か
 (
20
16
)

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

ハ
ド
ゥ
ロ
サ
ウ
ロ
イ
デ
ア

ハ
ド
ゥ
ロ
サ
ウ
ロ
イ
デ
ア

歯
、
大
腿
骨
の
一
部
長
崎
市
教
育
委
員
会

鳥
盤
類
ア
ン
キ
ュ
ロ
サ

ウ
ル
ス
類

ア
ン
キ
ュ
ロ
サ
ウ
ル
ス
類

歯
長
崎
市
教
育
委
員
会

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
 (
20
14
);
 宮
田
ほ

か
 (
20
16
)

西
海
市

？
白
亜
紀
後
期

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

ハ
ド
ゥ
ロ
サ
ウ
ロ
イ
デ
ア

ハ
ド
ゥ
ロ
サ
ウ
ロ
イ
デ
ア

歯
西
海
市
教
育
委
員
会

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
 (
20
17
d)

熊
本
県

天
草
市

 (
天
草
町
)

姫
浦
層
群

軍
ヶ
浦
層

白
亜
紀
後
期

竜
盤
類
獣
脚
類

？
テ
ュ
ラ
ン
ノ
サ
ウ
ロ
イ
デ

ア

？
テ
ュ
ラ
ン
ノ
サ
ウ
リ
ダ
エ
？
テ
ュ
ラ
ン
ノ
サ
ウ
リ
ダ
エ
歯

天
草
市
立
御
所
浦
白
亜
紀
資

料
館

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
 (
20
17
b)

天
草
市

 (
河
浦
町
)

姫
浦
層
群

上
部
亜
層
群

白
亜
紀
後
期

竜
盤
類
竜
脚
類

竜
脚
類

歯
天
草
市
立
御
所
浦
白
亜
紀
資

料
館

廣
瀬
ほ
か
 (
20
15
)

鳥
盤
類
鳥
脚
類

鳥
脚
類

足
跡

天
草
市
立
御
所
浦
白
亜
紀
資

料
館

廣
瀬
ほ
か
 (
20
15
)

恐
竜
類

恐
竜
類

足
跡

天
草
市
立
御
所
浦
白
亜
紀
資

料
館

廣
瀬
ほ
か
 (
20
15
)

天
草
市

 (
御
所
浦
町
)

御
所
浦
層
群

唐
木
崎
層

白
亜
紀
後
期

竜
盤
類
竜
脚
類

竜
脚
類

歯
、
脛
骨

天
草
市
立
御
所
浦
白
亜
紀
資

料
館

菊
池
ほ
か
 (
19
97
);
 菊
池
・
廣
瀬
 (
20
05
)

関
門
層
群

脇
野
亜
層
群

千
石
層

宮
田
ほ
か
 (
20
11
, 
20
14
);
 柴
田
ほ
か

(2
01
4)
; 
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
 (
20
17
c)

メ
ガ
ロ
サ
ウ
リ
ダ
エ

”ワ
キ
ノ
サ
ウ
ル
ス
・

サ
ト
ウ
イ
”

分
類

ジ
ュ
ラ
紀

後
期

豊
西
層
群

清
末
層
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都
道
府
県

市
町
村

層
準

時
代

学
名
・
分
類
群
名
・
和
名

部
位

所
蔵
先

論
文
ほ
か
公
表
資
料

熊
本
県

天
草
市

 (
御
所
浦
町
)

御
所
浦
層
群

唐
木
崎
層

白
亜
紀
後
期

鳥
盤
類
鳥
脚
類

鳥
脚
類

尾
椎

天
草
市
立
御
所
浦
白
亜
紀
資

料
館

天
草
市
立
御
所
浦
白
亜
紀
資
料
館
 (
20
03
)

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

足
跡

天
草
市
立
御
所
浦
白
亜
紀
資

料
館

天
草
市
立
御
所
浦
白
亜
紀
資
料
館
 (
20
03
)

鳥
盤
類
鳥
脚
類

鳥
脚
類

足
跡

天
草
市
立
御
所
浦
白
亜
紀
資

料
館

菊
池
・
廣
瀬
 (
20
05
)

御
所
浦
層
群

烏
帽
子
層

白
亜
紀
前
期

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

歯
天
草
市
立
御
所
浦
白
亜
紀
資

料
館

菊
池
ほ
か
 (
19
97
, 
20
00
, 
20
04
)

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

歯
天
草
市
立
御
所
浦
白
亜
紀
資

料
館

黒
須
ほ
か
 (
20
14
a
, 
b)

鳥
盤
類
鳥
脚
類

鳥
脚
類

天
草
市
立
御
所
浦
白
亜
紀
資

料
館

菊
池
ほ
か
 (
20
04
)

恐
竜
類

恐
竜
類

肋
骨
、
脛
骨

天
草
市
立
御
所
浦
白
亜
紀
資

料
館

菊
池
ほ
か
 (
20
00
, 
20
01
)

御
船
町

御
船
層
群

上
部
層

白
亜
紀
後
期

竜
盤
類
獣
脚
類

メ
ガ
ロ
サ
ウ
ロ
イ
デ
ア

？
メ
ガ
ロ
サ
ウ
リ
ダ
エ

？
メ
ガ
ロ
サ
ウ
リ
ダ
エ

“
ミ
フ
ネ
リ
ュ
ウ
”

歯
御
船
町
恐
竜
博
物
館

H
a
se
g
a
w
a
 e
t 
a
l. 
(1
99
2)

竜
盤
類
獣
脚
類

カ
ル
ノ
サ
ウ
ル
ス
類

カ
ル
カ
ロ
ド
ン
ト
サ
ウ
リ
ダ

エ

カ
ル
カ
ロ
ド
ン
ト
サ
ウ
リ
ダ

エ

歯
御
船
町
恐
竜
博
物
館

C
hu
re
 e
t 
a
l.
 (
19
99
)

竜
盤
類
獣
脚
類

テ
ュ
ラ
ン
ノ
サ
ウ
ロ
イ
デ
ア
テ
ュ
ラ
ン
ノ
サ
ウ
リ
ダ
エ

テ
ュ
ラ
ン
ノ
サ
ウ
リ
ダ
エ

歯
御
船
町
恐
竜
博
物
館

Ik
eg
a
m
i 
a
nd
 T
om
id
a
 (
20
03
);

K
ob
a
ya
sh
i 
et
 a
l. 
(2
00
6)

竜
盤
類
獣
脚
類

オ
ル
ニ
ト
ミ
モ
サ
ウ
ル
ス
類

オ
ル
ニ
ト
ミ
モ
サ
ウ
ル
ス
類
末
節
骨
、
尾
椎

御
船
町
恐
竜
博
物
館

池
上
 (
20
05
)

竜
盤
類
獣
脚
類

テ
リ
ジ
ノ
サ
ウ
ロ
イ
デ
ア

テ
リ
ジ
ノ
サ
ウ
リ
ダ
エ

テ
リ
ジ
ノ
サ
ウ
リ
ダ
エ

歯
、
脳
函
、
上
腕
骨
御
船
町
恐
竜
博
物
館

竜
盤
類
獣
脚
類

デ
イ
ノ
ニ
ュ
コ
サ
ウ
ル
ス
類
ド
ゥ
ロ
マ
エ
オ
サ
ウ
リ
ダ
エ
ウ
ェ
ロ
キ
ラ
プ
ト
リ
ナ
エ

歯
御
船
町
恐
竜
博
物
館

Ik
eg
a
m
i 
a
nd
 T
om
id
a
 (
20
03
)

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

御
船
町
恐
竜
博
物
館

御
船
町
恐
竜
化
石
調
査
委
員
会
 (
19
98
)

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

御
船
町
恐
竜
博
物
館

池
上
 (
20
10
)

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

歯
御
船
町
恐
竜
博
物
館

池
上
・
田
村
 (
19
97
)

鳥
盤
類
鳥
脚
類

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類

ハ
ド
ゥ
ロ
サ
ウ
ロ
イ
デ
ア

ハ
ド
ゥ
ロ
サ
ウ
ロ
イ
デ
ア

頭
骨
の
一
部
、
歯

御
船
町
恐
竜
博
物
館

Ik
eg
a
m
i 
a
nd
 T
om
id
a
 (
20
03
)

鳥
盤
類
ケ
ラ
ト
プ
ス
類

ケ
ラ
ト
プ
ス
類

歯
御
船
町
恐
竜
博
物
館

御
船
町
恐
竜
化
石
調
査
委
員
会
 (
19
98
)

鳥
盤
類
ア
ン
キ
ュ
ロ
サ

ウ
ル
ス
類

ア
ン
キ
ュ
ロ
サ
ウ
リ
ダ
エ

ア
ン
キ
ュ
ロ
サ
ウ
リ
ダ
エ

歯
御
船
町
恐
竜
博
物
館

Ik
eg
a
m
i 
a
nd
 T
om
id
a
 (
20
03
)

池
上
 (
20
02
, 
20
03
);
 I
ke
g
a
m
i 
a
nd

To
m
id
a
 (
20
05
);
 池
上
・
大
谷
 (
20
06
)

恥
骨
，
肩
甲
骨
，
翼

状
骨
，
頸
骨
，
中
足

骨
，
指
骨
，
胴
椎

腸
骨
、
尾
椎
、
中
足

骨
、
距
骨
、
末
節

骨
、
歯

下
顎
骨
、
頸
椎
？
上

腕
骨
、
肩
甲
骨
、
恥

骨
、
肋
骨
、
尾
椎

分
類
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都
道
府
県

市
町
村

層
準

時
代

学
名
・
分
類
群
名
・
和
名

部
位

所
蔵
先

論
文
ほ
か
公
表
資
料

熊
本
県

御
船
町

御
船
層
群

上
部
層

白
亜
紀
後
期

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

足
跡

御
船
町
恐
竜
博
物
館

御
船
町
恐
竜
化
石
調
査
委
員
会
 (
19
98
);

M
a
ts
uk
a
w
a
 e
t 
a
l. 
(2
00
5)

鹿
児
島
県

薩
摩
川
内
市

姫
野
浦
層
群

白
亜
紀
後
期

竜
盤
類
獣
脚
類

獣
脚
類

歯
、
肋
骨

薩
摩
川
内
市

竜
盤
類
竜
脚
類

竜
脚
類

歯
薩
摩
川
内
市

Ts
ui
hi
ji
 e
t 
a
l. 
(2
01
3)
 ;
 對
比
地
・
小
松

(2
01
4)
; 
真
鍋
ほ
か
 (
20
14
)

鳥
盤
類
ケ
ラ
ト
プ
ス
類

ネ
オ
ケ
ラ
ト
プ
ス
類

ケ
ラ
ト
プ
シ
ダ
エ

ケ
ラ
ト
プ
シ
ダ
エ

歯
薩
摩
川
内
市

Ts
ui
hi
ji
 e
t 
a
l. 
(2
01
3)
 ;
 對
比
地
・
小
松

(2
01
4)
; 
真
鍋
ほ
か
 (
20
14
)

長
島
町

御
所
浦
層
群

獅
子
島
層

白
亜
紀
後
期

鳥
盤
類
鳥
脚
類

鳥
脚
類

歯
個
人
標
本

谷
本
・
宇
都
宮
 (
20
10
)

近
藤
ほ
か
 (
20
09
);
 M
iy
a
ke
 e
t 
a
l.

(2
00
9)
; 
Ts
ui
hi
ji
 e
t 
a
l. 
(2
01
3)
; 
對
比

地
・
小
松
 (
20
14
)

分
類


